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町の出来事、
話題をお届けします。

　公益社団法人浦河地方法人会新ひだか支部（幌村司支部長）

が役場静内庁舎を訪れ、奨学資金及び特別養護老人ホームの

備品購入資金として、それぞれ10万円を町に寄付しました。

　同支部は、平成25年度から地域社会貢献事業の一環として、

野球大会への協賛金や、公共施設への備品の寄贈などを行っ

ています。

　幌村支部長は「地域のお年寄りや子どもたちのために役立

ててほしい」と話しました。

奨学資金・備品購入資金 寄付 ２/14

　昨年12月に『ふるさと応援寄付』として、700万円を町に

寄付した東原俊郎氏が善行表彰を受賞し、２月20日に札幌

市の㈱太陽グループ本社にて、大野町長から表彰楯が贈呈さ

れました。

　東原氏は「町の発展のために、有効に活用してほしい」と

話し、大野町長は「ありがとうございます。町の事業に活用

させていただきます」と話しました。

東原俊郎氏へ善行表彰 贈呈 ２/20

静内第三中学校 教育実践表彰 受賞

　北海道教育実践表彰の伝達式が行われ、同賞を受賞した静

内第三中学校（盛永明寿校長）に、波岸日高教育局長から表

彰状と記念の盾が手渡されました。

　今年度、北海道教育委員会では、優れた教育実践に取り組

んでいる９校を表彰。このうち同校は「学びの共同体」の考

え方に基づく授業改善の成果などが高く評価されました。

　盛永校長は「学校全体で積み上げた教育活動が、全道レベ

ルで評価され大変うれしく思います」と話しました。

２/21

公用車 寄贈

　日高ガス協同組合（武岡大佶理事長）が役場静内庁舎を訪れ、

約130万円相当の軽自動車１台を町に寄贈しました。

　武岡理事長は「公用車にはマニュアル車が多いと聞いたので、

オートマチック車を用意した。公務に役立ててほしい」と話し、

大野町長は「ありがとうございます。大

切に使わせていただきます」と話しまし

た。寄贈された車両は、翌日から公用車

として活躍しています。

３/５

ソフトテニス ４人が全国大会 出場

　ソフトテニス全国大会への出場が決定した吉本裕
ゆ う か

香さん（静

内第三中２年）、高橋結
ゆ ら

来さん（桜丘小６年）、松田快
かいせい

晴君（同

４年）、池田心
み ゆ

優さん（同３年）が役場静内庁舎を訪れ、大野

町長に健闘を誓いました。

　選手４人は「全国でも力を出し切り、良い結果を残したい」

などの抱負を語り、大野町長は「試合を楽しんで、けがのな

いように頑張ってほしい」と激励しました。

２/21

公民館まつり

　町教育委員会主催の『第13回 新ひだか町公民館まつり』が

町公民館で開かれ、多くの来場者でにぎわいました。

　会場では、町内で活動する30サークルによる作品展示やス

テージ発表、体験会などが行われ、日頃の活動の成果を披露

しました。１階ロビーでは毎年恒例の『ジャンボ桜ずし』作

りも行われ、参加者250人が力を合わせて、約50メートルの

桜ずしを完成させました。

３/３

會澤實氏へ善行表彰 贈呈

　２月１日に商工振興資金として300万円を町に寄付した會澤

實氏が善行表彰を受賞し、３月４日に大野町長から表彰楯が

贈呈されました。

　會澤氏は「こんなに立派な表彰をいただいてありがたい。

町の商工・産業の振興に活用してほしい」と話し、大野町長

は「會澤さんの意思を尊重しながら、事業に活用したい。あ

りがとうございました」と話しました。

３/４

　昨年５月に亡くなられた川端義幸さん（享年67歳）が、農

業関係功労者として北海道産業貢献賞を受賞し、札幌市で行

われた表彰式で、阿部副知事から妻の澄子さんへ表彰状が手

渡されました。

　川端さんは、新ひだか土地改良区理事長や北海道土地改良

事業団体連合会理事などを務め、地域農業はもとより全道的

見地から農業・農村の振興発展に多大な貢献をしました。

故・川端義幸さん 産業貢献賞 受賞 ２/13

　三石ロータリークラブ（富永信会長）が役場三石庁舎を訪れ、

図書購入資金として５万円を図書館三石分館に寄付しました。

　同クラブは、昭和49年から社会・教育奉仕活動の一環とし

て、図書購入資金の寄付を続けており、今回で41回目。寄付

金の累計金額は235万円になります。

　富永会長は「ロータリー関係の図書があれば、子どもたち

に奉仕活動のことも知ってもらえるのでは」と話しました。

図書購入資金 寄付 ２/18

　阿部美代子さんが２月20日に白寿を迎え、木村地域振興部

長から祝い状を、町社会福祉協議会・土田副会長から記念品

が贈られました。

　阿部さんは新冠町で生まれ、昭和27年から昭和45年まで静

内御幸町で『阿部旅館』を経営していました。

　「いつの間にか99歳になっていた。若いころから食に気を付

けていることが長生きの秘けつでは」と話しました。

阿部美代子さん 白寿 ２/20

■寄贈された車両


